
早いもので今年も残りわずかとなりました。朝晩はかなり冷え込むようになりましたが
子供たちは毎日、元気いっぱいに学校生活を送っています。子供たちの笑顔と一生懸命な
姿には常に活力をもらいます。ご家庭でもお子さんからその日の学校での様子を聞き、頑
張っている子供たちを褒め、励ましてあげて下さい。

７日(日)に実施されました今年
度第１回ＰＴＡ廃品回収では、大
変お世話になりました。当日は天
候にも恵まれ、声をかけ合いなが
ら気持ちのよい汗をかくことがで
きました。ＰＴＡ本部役員さん、
正副支部長さん、学年委員さんを
はじめ保護者・地域の皆様に改め
て感謝申しあげます。
なお、廃品回収による収益金は

追って、お知らせいたします。

２日（火）に群馬県教育委員会の体力向上推進事業である小中連携の公開授業が本校で
行われました。昨年度よりお世話になっている殖蓮中の高坂先生と本校の荻原先生が『マ
ット運動』の授業を３年３組で行いました。当日は、県教育委員会の方々をはじめ市内の
先生が参観に来られました。そんな中でも子供たちは緊張することもなく、いつも通りの
姿で一生懸命、楽しそうに身体を動かしていました。『できる技をもっと上手にしよう』
という本時のめあてを達成するためにグループごとにタブレットを使って友達の姿を撮影
し合いながら達成感を味わっていました。『子供たちがとても意欲的ですごいですね』と
参観されたたくさんの方々が褒めていました。

１０月２７日（水）に後期の専門委員会が開かれました。どの委員会も委員長をはじめ、
すべての役職が立候補で決定されました。そこに一人一人のやる気を感じ、とても嬉しく
思いました。そして先日、給食の時間にテレビ放送で各委員長さんがそれぞれの意気込み
を話してくれました。その中で後期の学級委員会の委員長になった曽我悠斗（６年）さん
の意気込みを紹介します。

後期の学級委員会では、主に明るい笑顔であいさつ運動を行っていきたいと思って
います。これまでもあいさつ運動は行ってきましたが、今までは大きな声を出してあ
いさつをすることが難しい環境でした。ですが、警戒度が下がった今は、マスクをし
ていてもお互いの笑顔がわかるようなあいさつ運動にしていきたいと思います。クラ
スの友達はもちろん、学年にとらわれず、地域の人などにも笑顔で元気なあいさつを
心がけ、殖蓮小に笑顔の花を咲かせていきましょう。




